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研究課題 生徒の学習意欲を引き出す「学習評価 
システム」の構築と授業改善 

副題 ～自らの学習状況を捉え、深化・改善のために努力しようと 

する生徒の育成～ 
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１．はじめに 

本校は、酒田市の東部に位置し、東は出羽丘陵を背に、南は最上川に隣接している。日本海に近く、北は霊

峰鳥海山を眺め、南に月山を遠望し、古来平田郷と呼ばれた農村地帯である。地区のほぼ中心に飛鳥中は位

置しており、今年度の生徒数は 169 名で、長年「自主・自律」を豊かな環境の育み、誇れる校風としてきた。 

 生徒の実態は、次のような傾向が見られた。指名されると何とか答えようと頑張り、与えられた課題に対

しては概ね真剣に取り組む一方、「意欲と活力」という面では元気不足、積極的に参加し、より活発な授業

づくりの姿勢が欲しいというのが課題だった。そこで、そんな生徒を積極的に評価し、成績に反映できるシ

ステムを開発したいと考えた。  

一方、平成２４年度から完全実施が始まった新指導要領でも、各学校において、生徒に生きる力を目指し

創意工夫を生かし特色ある教育活動を展開する中で、基礎的・基本的な知識及び技能を習得させ、これらを

活用して課題を解決するために必要な思考、判断力、表現力やその他の能力を育むとともに主体的に学習に

取り組む態度、個性を生かす教育の充実に努めることが大切であるとされている。その際、さらに、言語活

動の充実が新たに設けられている。そこで、本校では生徒の実態や改訂の理念を生かしながら、本研究テー

マを設定し取り組んできた。 

 

２．研究の目的 

本校の研究は学習意欲を高めていこうとする「学習評価の改善」にかかわる研究であり、また、学校体制

で「自律的に学ぶ力」を育成しようとする研究である。 

研究の仮説は次の２つである。 

（１）授業における“学習到達度”と“学びのよさ”を捉えて伝え、生徒自身の学び方の深化や考え方の

改善「学習評価システム」で支え育てることで、生徒の自律的に学ぶ力が育つであろう。 

（２）完全単元評価体制のもと、単元のねらいを明確にした学習マップの活用の活用を図り、捉えようと

する、“学びのよさ”の評価規準をもって授業に臨むことで、一人一人の学びの状況に応じた授業への

改善が図られるであろう。 
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３．研究の方法 

  平成２４年度からは研究のフレームワーク毎に整理し研究を進めてきた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．研究の内容 

（１）学習評価システム（課題：授業における学習状況を捉えるツールの開発と運用） 

①単元評価の実施の手順 

ア 単元指導計画の作成、生徒用「学習マップ」（学習案内）の作成・事前配付 

イ 毎時間の学習到達度の自己評価（教師との学習コミュニケーション） 

ウ 単元終了後に３段階での単元評定 

②評価シート（ＰＣ）での単元評価の開示、ガイダンス 

③学習マップの活用 

ア 単元のねらいや見通しを持たせるオリエンテーション 

イ 毎時間の教師の見取りと評価、生徒自身による自己評価（学習コミュニケーション） 

ウ 単元終了後に学習の到達状況について文章で振り返り、自己評価 

エ 生徒の自己評価の状況を踏まえた、励ましや具体的な助言（教科担任によるミニガイダンス） 

 

 
 
 
 
課 題 ：評価シート項目と利用方法の改善 

手立て ：学習評価システム部会による取り組み 

＊「教科固有の学び」と「自律的な学び」 

ねらい：授業における学習状況を捉えるための

ツールの開発・運用 

 
 
 
 
課 題：BU，FT，PT，GTの有機的連携 

手立て ：学習支援部会による取り組み  

＊ガイダンスカード、ＰＴカード 

ねらい：生徒自身による深化・改善を支援

する環境の構築 

 
 
 

 

課 題 ：捉えようとする“学びのよさ”の焦点化と共有 

手立て：教科固有の“学びのよさ”を捉える思考・判断に係わる規準と  

教科を越えて育んでいきたい“自律的な学び”の規準の明確化  

ねらい：教科の壁を取り払った“目指す生徒像”の共通理

解と実現 
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④学習マップの例（国語）   

 

⑤評価シートの例（国語）  ※記入例であり、実際の評定とは一致しない  

 

時 

間 

学習内容 

（章･節） 
学習課題（問題） 

自己

評価

備考 

（評価項

目･指導法

の工夫等）

家庭学習 

（課題） 

小テスト 

結果 

１       

２       

       

７       

８       

単元テスト 得点 単元全体    小計 

単元学習を終えて （単元の振り返り／単元学習の総括） 

※教科毎に工夫 

 ①単元内容について  ②学ぶ姿勢について 

 

単元評定 

関・話・書・読・

言 

評価項目 
単１ 単２ 単３ 単４ 単５ 単６ 単７ 

観点別評価 
視野広 新世界 心歩み 表現 古典 美文字 言葉

①学習到達度 ○ ○ ○ △○ ○ ○ ○ 関心･意欲･態度 Ａ 

②活動評価 読･書･読 話 関･読  読･書言  関・言 話す･聞く能力 Ｂ 

③学ぶ姿勢 ◎ ○ ◎ ● ◎ ○ ◎ 書く能力 Ｂ 

④提出物 ○ ●△ ○ ○ ○ △ △ 読む能力 Ａ 

⑤小テスト 45／50 30／45 48／40 45／50 50／50 30／40 50／50
言 語 に つ い て 知

識・理解・技能 

Ａ 

⑥単元テスト ８５ ７０ ８６ なし ９０ なし ８２ 総合評定 

⑦単元評定 ３ ２ ３ １ ３ ２ ３ １学 期 末 11 月 末 学年

⑧学び直し    ２    ３ ４ ４ 

1 学期春休み課題テスト ６５ １学期定期テスト ８０ 

2 学期夏休み課題テスト ８０ ２学期定期テスト ９４ 

＊５段階評定に総括 
（１学期は５教科のみ）
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⑥評価シートの見方 

※生徒に「評価シート」を閲覧させる時間を「ガイダンス」や毎月曜日に設定。「学習マップ」の生徒

の自己評価と、評価シートの結果を比較させながら、学習コミュニケーションを図り、学びの状況に

ついて振り返らせ、改善への意欲付けを図る。 

 

 

（２）学習支援システム（課題：ＢＵ、ＦＴ、ＰＴ、ガイダンスの有機的連携） 

①家庭学習の習慣化をめざしたＢＵ（ブラッシュアップ）タイム・ノートの実施 ※ＢＵ 

ア 「学習計画表」について、１学期分を冊子に綴じて（製本）生徒に配付する。 

イ 「家庭学習強調週間」を設定。期間中に模範となるＢＵノートや自学ノートを展示。 

ウ 「学習計画表」を記す専用黒板を使用。 例 （４）月（２３）日（月）曜日の予定 

※ＢＵ黒板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目          内   容 

 

◇単元終了後に｢学習マップ｣を回収。生徒の“自己評価”や単元終了後の“学

習の振り返り”、授業での学習状況を確認して評価。（達成→○、未達成→

△）。  

◇授業中等の学びのよさを観点別に評価（教科固有のねらいに即して） 

（観点の最初の文字を記入列挙。例．関･思･表･知 等） 

 

◇自分の学びの状況を捉える（自己評価）、学習の状況、単元の振り返りか

ら捉える 

（◎○●）で評価。 

定
着
度
評
価 

④提出物 
◇課題の提出状況を〈○△●〉で評価。 

※遅れ､不十分（△）未提出（●）後で改善、提出（●△） 

⑤小テスト ◇授業で実施。学習マップに正解数を記入。 

回収して転記･入力。※５教科は必ず実施。 

⑥単元テスト ◇単元終了後に実施。回収して評価シート（ＰＣ）に入力。 

 

評
定 

⑦単元評定 ◇単元の学習を総合的に判断して、３～１の３段階で評定。（２→達成） 

⑧学び直し 
◇１段階の生徒対象。改めて到達できれば２段階まで評定改善。（1→２） ※

ＦＴの時間、授業中、放課後、昼休み時間など時間を工夫して実施。 

時間割 準備・用意する物 宿題・提出物 

１ 国語 4 点セット 辞典 漢字練習 

ワークＰ３５ 

 

 

 

単語練習 

２ 数学 コンパス･定規 

３ 保体 運動着 

４ 理科 第一理科室  ファイル 

５ 美術 水彩絵の具･パレット 

６ 英語 ワーク ※いつもと同じと書かない 

連絡・その他 

 ２６日（月）英語単元テスト① 

 ２７日（火）数学単元テスト① 

① 学習到達度 

② 活動評価 

③ 学ぶ姿勢（自律的な

学び） 
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②学習支援「Private Teacher 制度」の充実  ※ＰＴ 

ア 学期の始まりの終会後（年３回）該当生徒と面談する「登録日」を一斉に設定し、意識付けを 

図る。 

イ 会議等の開催のない、終会後の毎週月曜日、担当職員別に場所を特定した「学習相談日」を 

設定し、職員全員で対応する。 

ウ その他、それぞれの担当職員と該当生徒の都合に応じて、個別にチャンス相談を継続する。 

③学び直しの機会「フェニックスタイム」の実施  ※ＦＴ 

ア 全員が単元２以上をめざす。そのために、単元学習が終了した時点で評定１の生徒を対象に、 

できる範囲で学び直しの機会を設定する 

イ ＦＴは全員対象とし、基礎講座（学び直しの機会）を希望しない生徒は、発展講座を選択し当該 

教科の理解をさらに深める学習を行う。 

ウ 講座の希望についてはＦＴのある前週に実施し、基本的に金⑤⑥に計画する。 

エ 長期休み中は希望制とし、夏休みと年末休みにまとめて数日間行う。 

④学習相談「ガイダンス」の実施  ※ＧＴ 

ア 全生徒を対象に、全職員で自己の学びを振り返らせ、学習到達状況を捉えるとともに、指導・ 

助言を通して自律的な学習態度（生活態度）を促していく。 

イ 回数と時期は学期毎の年間３回程度とし、簡単な記録を残し、ファイルに綴じて一括保管をす 

る。さらに必要と認められた時は、随時担任等が指導・助言にあたる。 

        

 

 

 

 

 

 

（３）授業改善（課題：捉えようとする“学びのよさ”の焦点化と共有） 

①教科固有の“学びのよさ”を捉えるために 

ア 毎時間のねらいを明確にして授業に臨む。（単元指導計画と学習マップの作成） 

イ ねらい達成のために指導過程を工夫し、活動場面（個人の思考、共同学習、思考の練り合い 

等）を設定する。 

ウ 思考・判断・表現にかかわる規準の準備。（期待したい生徒の反応） 

エ 積極的に生徒の“学びのよさ”を捉え、伝え、広げる。 

オ ねらい達成の確認と授業の振り返り（自己評価）の場を設定。 

②学ぶ姿勢（自律的な学び）を育てるために 

ア 本時のねらい達成の状況について自己評価させる。（課題：評価規準の準備） 

イ 単元の振り返りをさせる。（文章で記載、各観点について自己評価の記入） 

③教科担任による個別のミニガイダンス 

ア 学習の状況、生徒の自己評価等について個別の支援と指導。 

 

ＢＵタイム・ＢＵ黒板 ガイダンス ＢＵノート
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5．研究の経過 

 平成２１年・２２年度、一般実践研究助成  平成２３年・２４年度、特別研究指定助成 

 

6．研究の成果と今後の課題 

仮説（１）について（生徒の自律的に学ぶ力は育っているか） 

○学習評価システムのサイクルの中で自己評価させたり、授業の見取りの結果等を伝えたりすることで、

自分の到達度や学びのよさを意識させることができた。 

→体育（跳び箱の例） 

自分の目標を立てる→解決法を考える→状況を自らモニタリングしながら実践 

→飛鳥中独自の取り組みで、私たちは学習面などで、有効に時間をもらえて、それを利用することがで

きてとても恵まれていると感じます。さらに有効活用をして学習マップなどで自分の課題を見つけた

りして、自分を高めていきたいです。（生徒の声①より） 

○学習支援システムが機能して、自分の学習状況を改善・努力しようとする生徒が増えた。 

  →こんなふうに私を助けてくれるシステムを通して、先生方にもすばらしい姿を見せられるように頑

張っていきたいです。（生徒の声②より） 

  →ＢＵノートはただの計画帳ではありません。自分の成長の証、たくさんの中学校生活が詰まった宝

物です。（生徒の声③より） 

仮説（２）について（一人一人の学びの状況に応じた授業改善が図られたか） 

○単元指導計画やマップの作成を通して、習得させたい内容を押さえた上で見通しを持って授業に臨むこ

とができた。 

○授業中に活動場面を仕組み、学びのよさを積極的に見取ろうとする意識が高まった。 

○教師間にも開かれたシステムにより教科を越えた学び合いと共に、生徒の多面的な理解に役立った。 

△授業のねらいの一層の吟味と評価規準の検討（学習マップのさらなる活用と工夫） 

 

７．おわりに 

暗中模索と試行錯誤の中で始まった研究だったが、パナソニック教育財団の一般研究助成の２年間で「使

えるシステム」がほぼ完成した。さらに特別研究指定の２年間は、新潟大学の後藤康志先生からの指導や助

言をいただき、研究のフレームワークを作成し研究を進めてきた。 

振り返ると全教科で学習マップを作成し、“事前に生徒に配付し見通しを持たせ、評価をＰＣに入力する”

という、生徒はもちろん教師間にも開かれた大変厳しい環境のもと、なんとかやってこられたことが一番の

成果かも知れない。これも職員が一つになり、同じ方向で取り組んだ結果で、そのような職員集団や生徒の

みなさんをまず、誇りに思う。実際、生徒の声に励まされたのも事実である。また、現在学校現場にはいろ

いろな問題が山積する中、学習と真正面から向かえる環境にあったことにも大いに感謝したい。最後に本研

究を多くのみなさんの協力によって続けてこられたことに感謝したい。特に研究全般について今まで親身に

ご指導をいただいたパナソニック財団の皆様、後藤康志先生に深く感謝を申し上げます。 


